
芸術文化のさらなる発展へ
白鷹町芸術文化協会「新春のつどい」を開催町

　1月 19 日、パレス松風を会場に、白鷹町芸術文化協
会（伊藤久志会長）の新春のつどいが開かれました。
　この日は、同協会の会員など約 110 人が出席。平成
31 年度事業報告後には、芸術文化賞に橋本滿弘さん（絵
画部門）、須貝修成さん（白鷹欅墨会）、奥山さち子さん
（よさこい白鷹櫻鷹會）の３名。奨励賞に長谷川清さん（民
踊けんこう教室）の１名が芸術文化の振興に寄与され表
彰されました。その後、白鷹若柳会による祝舞、ダイナ
ミック琉球と日本舞踊のコラボが披露され、エイサーで
新年をお祝いしました。

１

キドキ！ワクワク！の小学校生活がもうすぐ――
新入学児童にランドセルを贈呈ド

　１月 22 日から 2 月 3 日にかけて、町内の 4 つの小
学校を会場に、新入学児童へランドセルを贈る式が行わ
れました。
　これは、町内のかばん製造業「㈲らんどーる山形（今
野義雄社長）」で製造されたランドセルを、新入学児童
の入学を祝うとともに、保護者の経済的負担の軽減を目
的として行っている事業で、今年で4回目を迎えました。
佐藤町長は「かぜをひかないで、4月にこのランドセル
を背負って元気に登校してください」と一人ひとりにラ
ンドセルを手渡しました。受け取った児童は緊張した面
持ちながらも、しっかりと「ありがとうございます」と
お礼を述べ、これからはじまる学校生活に期待を膨らま
せているようでした。

１

　１月 26 日の「文化財防火デー」にあわせ、国指定有
形文化財の観音寺観音堂（深山）と県指定有形文化財の
鮎貝八幡宮本殿（鮎貝）で防火訓練が行われました。
　観音寺観音堂での訓練には、深山観音堂自衛消防隊と
消防白鷹分署などから 30 人が参加。１１９番への通報
から放水まで息の合った連携により迅速な消火活動が行
われました。消火手順など有事の際の行動ひとつひとつ
を綿密に確認し、地元の宝を災害から守ろうとする地域
の方々の想いがひしひしと伝わってきました。
　また、鮎貝八幡宮本殿では防火祈願祭が行われ、区長
や町内長、消防団関係者などが参加し、今年一年の無災
害を祈願しました。

しもの火災に備えて
「文化財防火デー」にあわせて防火訓練を実施も
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　１月 19 日、深山和紙振興研究センターでは、毎年恒
例の楮ふかしが行われました。
　楮は深山和紙の原料となるものです。早朝４時、窯に
火を入れ、火加減を調整。今年は楮が順調に成長したこ
ともあり、約１トン近くの楮を４回に分けてふかしまし
た。１つの束を約３時間蒸し上げ、たるを持ち上げると
湿気により辺り一面が真っ白となり、その光景に見学者
からは驚きの声も上がりました。蒸し上がった楮は冷水
で瞬時に冷やされ、表皮を剥いで寒風干しにします。
　この日は、深山地区の方以外にも、山形芸術工科大学
の学生や宿泊客の方の手も借り、例年にも増して活気に
満ちながら、作業が行われていました。

域で守り続ける４００年の伝統
深山地区で楮（こうぞ）ふかし地

んなが輝き続けられる町を目指して
青少年国際交流事業町民報告会と青少年育成町民会議研修会を開催み

　12 月 19 日、白鷹町青少年国際交流事業町民報告会
（兼）白鷹町青少年育成町民会議研修会が中央公民館大
会議室で開催されました。
　第 1 部では国際交流事業でオーストラリアでの研修
を終えた中高生が、保護者をはじめ町青少年育成町民会
議会員の皆さん、一般参加の方々を前に、事業報告を行
いました。体験してきたことについて、白鷹町とオース
トラリアの違いを分かりやすくまとめるなど、培った英
語力を発揮しながら発表しました。
　第2部のワークショップはとても短い時間でしたが、
報告会の内容を基に、「人間（people）」「地球環境・自
然 (planet)」「つながり (partnership)」のテーマについ
て深い話をすることができました。
　アンケートからは、中高生が生き生きと活動する場、
多世代の交流の場の創設を望む声が聞かれました。どの
世代も、みんなが輝き続けられる町を目指して、今後も
取り組んでいきたいと思います。

国大会出場の栄光をたたえて
令和元年度成績優良者激励金を交付全

　文化・スポーツ活動において優秀な成績を収め全国大
会への出場を果たされた方々に、町より激励金を交付し
ています。12 月に交付させて頂いたのは、次の方です。
　白鷹町在住の方で、全国大会出場の小中高校生に激励
金を交付しています。詳細は、町ホームページをご覧く
ださい。
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